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記入例⑦  肢体不自由 ※小学校の例    Ｐ18～19 

記入例⑧  病弱    ※小学校の例    Ｐ20～22 
 

※記入例③～⑧は、知的障がいを併せ有さない（通常の学級に準ずる教育課

程）場合の例を示しています。知的障がい以外の障がい種の学級で知的障が

いを併せ有する児童生徒の場合は、記入例①、②も参考にしてください。 
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はじめに 
 

☆ 作成の目的 

 この「個別の指導計画 記入例」は、小・中・義務教育学校の特別支援学級における適

切な教育課程の編成と一人一人の実態に応じた目標設定・指導・評価・改善のサイクルの

実現を目指して作成しました。 

 また、特別支援学級担当者が、多様な障がい種の記入例を参照することで障がい種に応

じた指導について理解を深めたり、各学校の全教員が特別支援学級の教育課程や特別な支

援を必要とする児童生徒への指導・支援の方法等について参考としたりするなど、特別支

援教育に関する教員の専門性向上の一助となることを願って作成したものです。 

 

 

☆ 基本的な考え方 

・ この冊子に記載されている様式や各項目、記入内容などは、あくまでも例示です。 

各学校においては、本冊子の内容を参考に児童生徒の実態等に応じて工夫してくださ

い。（この様式は、福岡県教育委員会のホームページからダウンロードできます。） 

・ 特別支援学級担当の先生は、自身の担任する学級の障がい種だけでなく、他の障がい

種の記入例も参考にしてください。特に、知的障がい特別支援学級以外の障がい種の学

級において、知的障がいを併せ有する児童生徒が在籍している場合は、記入例①、②を

必ず確認してください。 

・ この記入例は、各学期末の評価までがすべて記載された完成後のイメージです。よっ

て、ここに記載されている程度の計画を最初から作成する必要は必ずしもありません。

また、目標や支援を全て決定してからでないと指導・支援が実施できないのではありま

せん。できるところから指導計画を作成し、支援を実施していくことが大切です。そし

て、各学期末までに評価を記入し、計画の完成を目指してください。 

個別の指導計画は、日常的に加筆や見直しをしていくことが重要です。そして、実際

に指導しながら、目標を焦点化したり、指導・支援の方法を具体化したりしていきます。

まずは、実態把握を丁寧に行い、早期に作成に着手することから始めましょう。 

 

 

☆ 記入例の見方・注意点 

(1) 各障がい種の記入例１ページ目上部に、「想定」としての児童生徒像を簡単に記載して

います。 

 

(2) 「年間目標（重点目標）」は、教科等を問わず、将来の自立と社会参加に向けて、特に

身に付けさせたい資質・能力から、目指す姿を記入しています。 

 

(3) 「教科等・場面」は、知的障がいの有無によって次のように作成しています。 

 【知的障がいがある場合】※記入例①、② 

  教育課程に位置付ける全ての教科＋自立活動＋生活上支援が必要な場面を設定 

  ・教育課程に位置付ける教科等（自立活動を含む）を全て設定しています。 

・各教科等を合わせた指導（生活単元学習、日常生活の指導、遊びの指導、作業学習

など）は、各教科の「指導・支援の方法」の中に指導形態の一種として挿入する場

合（記入例①）と項目として設定する場合（記入例②）を両方とも例示しています。 
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※特別支援学校学習指導要領解説各教科等編（小・中学部）p.35では、「各教科等を合わせた

指導を行う場合においても、各教科の目標に準拠した評価の観点による学習評価を行うこと

が必要である。」と示されており、記入例①のように、「基になる各教科に準拠して評価する」

ことが基本となります。ただし、各教科等を合わせた指導を指導場面の一つとして捉える場

合は、記入例②のように「各教科等を合わせた指導」の項目を作成し、「基になる各教科の

目標に準拠した観点で評価する」こともできます。 

・生活上支援が必要な場面（給食時間など）も項目として設定しています。 

 

 【知的障がいがない場合】※記入例③～⑧ 

  個に応じた目標設定が必要な教科等＋自立活動＋生活上支援が必要な場面を設定 

・自立活動と生活上支援が必要な場面（給食時間など）を設定しています。 

・各教科等については、児童生徒の困難さから、基本的に通常の学級とは異なる個に

応じた目標設定が必要な教科等がある場合を設定しています。 

 

(4) 「学期の目標」については、次のように作成しています。 

  ・各教科の項目（道徳科を除く）は、資質・能力の３つの柱である、知「知識及び技

能」、思「思考力・判断力・表現力等」、学「学びに向かう力、人間性等」の観点か

ら設定しています。 

  ・各教科の目標は、３観点全てを記載した例を示しました（３観点での評価を意識で

きるため）。ただし、知的障がいがない場合（記入例③～⑧）において、通常の学級

と目標が同じ観点がある場合は、３観点全てを書かないこともできます。 

  ・各教科（道徳科を除く）の目標を具体的に設定する際には、学期全体を通して達成

させたい姿として設定する場合と、その学期に学習する単元の目標から学年目標（重

点目標）につながる目標等を選択して設定する場合を教科の特性や、個別の実態に

応じて例示しています。 

・道徳科、自立活動及び生活上支援が必要な場面（給食時間など）については、優先

度の高い順に①、②…と目標を設定しています（３観点での評価はしません。）。 

 

(5) 「指導・支援の方法」については、学期目標を達成するために行う手立てを記載して

います。その際、目標の１観点に対して、必ず１つの指導・支援の方法とは限らず、例

えば、教科の目標３観点に対し、２点又は４点以上書いている例も記載しました。 

 

(6) 「目標の達成度・支援の評価」は、次のように作成しました。 

・学期目標に設定した観点からの評価を記載しています。その際、例えば「知思」な

ど、２つ以上の観点をまとめて評価する場合も例示しました。 

・達成度を◎、〇、△で表記しました。その際、具体的な姿を記述するとともに、△

の個所は、「支援の改善」又は「目標の見直し」を教師の立場から記載しました。 
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個別の指導計画（２学期） 
５年    組 児童生徒名：○○ ○○ 作成日：令和〇年 〇月 〇日 

更新日：令和〇年〇〇月〇〇日 〔障がい種：知的障がい〕  （担任：○○ ○○） 

 

年間目標 

（重点目標） 

○ ２年生で習う漢字の読み書きと計算を習得し、使うことができる。 

○ 身の回りの整理整頓を自分の力で取り組むことができる。 

○ 困った時に周りの人に伝えることができる。 

教科等・場面 学期目標 指導・支援の方法 目標の達成度・支援の評価 

国語 

知：３～４語文を書くことが 

 できる。 

思：写真等を手掛かりに伝え 

たいことを思い浮かべるこ 

とができる。 

学：分からない漢字をＰＣ等 

を使って、進んで調べるこ

とができる。 

・ ３語文から始め、少しず 

 つ文を長くする。 

・ 経験したことを振り返る 

 ことができるような写真等 

 を用意する。 

・ 書いた文は教師と一緒に 

 見直す。 

・ 生活単元学習で文を書く

場面を設定する。 

知：達成度○ 

※主語が決まるとスムーズに

書くことができた。 

思：達成度△ 

※文に表すための言葉カード

が必要。 

学：達成度◎ 

※ＰＣ活用は意欲向上に有

効。 

社会 

知：地域の産業の働きを知る

ことができる。 

思：産業と自分の生活との関

連を、教師と一緒に考える

ことができる。 

学：身近な社会に関心をもつ

ことができる。 

・ 理解を促すために、社会 

 科見学や動画視聴等の活動 

 を設定する。 

・ 新聞やインターネット等

の記事を提示し、自分の生

活との関連に気付かせる。 

・ 生活単元学習で身近な社

会に関心をもつことができ

るような場面を設定する。 

知：達成度○ 

※地域の産業の名称と働きを

知ることができた。 

思：達成度△ 

※産業と自分の生活との関連

を考えるために、視覚的に

分かりやすい情報の提示の

工夫が必要。 

学：達成度○ 

※ＴＶのＣＭ提示が効果的。 

算数 

知：九九を覚えてかけ算で計

算することができる。 

思：具体物を使ってかけ算の

仕方を考えることができ

る。 

学：かけ算を使える場面を探

すことができる。 

・ 必要に応じて九九の歌や

九九表を活用させる。 

・ かけ算を１つ覚えるごと

にスタンプを押し、到達度

を視覚化する。 

・ ブロックやおはじき等、

様々な具体物を準備する。 

・ 生活単元学習でかけ算を

使う場面を設定する。 

知：達成度○ 

※７の段は九九表が手元にあ

れば計算できた。 

思：達成度◎ 

※具体物を使えば間違えずに

考えることができた。 

学：達成度○ 

※教師の促しでかけ算を使え

ることに気付くことができ

た。 

理科 

知：観察、実験等に関する初

歩的な技能を身に付けるこ

とができる。 

思：気候や物質の変化につい

て、教師と一緒に調べるこ

とができる。 

学：気候や物質の変化に関心

をもつことができる。 

・ 観察の視点をチェックリ 

ストで示す。 

・ 実験の手順をスライドで 

１つずつ視覚的に示す。 

・ インターネットの検索機 

能や動画を活用する。 

・ 生活単元学習で植物等を 

観察する場面を設定する。 

知：達成度△ 

※観察、実験は実施できたが、

安全面での補助は必要。 

思：達成度◎ 

※インターネットを使えば自

分で調べることができた。 

学：達成度◎ 

※動画視聴は関心を高めるた

めに有効だった。 

〔様式例３〕※特別支援学級用 

記入例① 想定 （小学校５年生） 

＊2 年生程度の学習を中心とする知的障がいの児童 

＊交流学級での学習 

社会、理科、音楽、図画工作、家庭科、外国語、

体育、特活、総合の中から、体験的な活動を中心

に参加 

＊各教科等を合わせた指導として、生活単元学習を 

 設定 
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音楽 

知：リズム譜を使ってリズム

打ちができる。 

思：リズムの強弱等の工夫を

考えることができる。 

学：友達と協働して演奏する 

ことができる。 

・ 音符と休符の長さを「タ 

ン」「タ」「ウン」等の音で

示す。 

・ 演奏しやすいように、リ

ズムを一部変更する。 

・ 強弱の違いに気付くこと

ができるように、教師がモ

デルを示す。 

知：達成度◎ 

※リズム譜を見て演奏できる

ようになった。 

思：達成度◎ 

※モデルを示すと強弱の違い

に気付くことができた。 

学：達成度○ 

※手拍子があればテンポに合

わせることができた。 

図画工作 

知：表したいことに合わせて

材料や用具を選んで表現を

工夫できる。 

思：表したいことをどのよう

に表すか考え、発想を広げ

ることができる。 

学：つくりだす喜びを味わう

ことができる。 

・ 発想を広げるために、つ

ぶやきを受け止めて、「○○

してみてはどうかな。」など

とアドバイスをする。 

・ はさみ等の用具は、安全

な扱い方を事前に確認す

る。 

 

知：達成度○ 

※自分の表したいことを表現

することはできた。用具の

扱い方は支援が必要。 

思：達成度○ 

※具体例を示すと発想を広げ

ることができた。 

学：達成度◎ 

※楽しみながら製作する姿が

見られた。 

家庭科 

知：調理や製作の仕方を知る

ことができる。 

思：調理や製作にふさわしい

内容を考えることができ

る。 

学：調理や製作に進んで取り

組むことができる。 

・ 調理や製作の流れを手順

カードで示す。 

・ 包丁やミシン等を扱う際 

は手を添えて補助する。 

・ 具体例を提示し、その中

から選べるようにする。 

・ 生活単元学習で製作する

場面を設定する。 

知：達成度○ 

※実習の際は手元に注目する

ような声かけが必要。 

思：達成度◎ 

※具体例を示すと自分で考え

ることができた。 

学：達成度◎ 

※興味のある活動だったので

意欲的に取り組めた。 

体育 

知：友達の動きを見て基本的

な動きを身に付けることが

できる。 

思：自分の動きの課題点と改

善点に気付くことができ

る。 

学：友達と一緒に意欲的に活

動することができる。 

・ ボディイメージを高めら

れるように、準備体操とし

て模倣運動を行う。 

・ 注目してほしい手足の動

きを事前に伝える。 

・ 跳び箱やマット運動では

個別に支援する。 

・ 用具の準備と片づけは友

達と協力するよう促す。 

知：達成度◎ 

※友達の動きを見ながら器械

運動に取り組めた。 

思：達成度△ 

※３学期は動画撮影し、自分

と友達の動きを見比べさせ

る。 

学：達成度◎ 

※友達と仲よく活動する姿が

見られた。 

外国語 

知：伝えたいことを単語や身

振りで伝えることができ

る。 

思：伝えたいことを絵カード

の中から選ぶことができ

る。 

学：外国語を使ったコミュニ

ケーションを楽しむことが

できる。 

・ 安心して話せるように、

伝えたいことを教師が代わ

りに言ってみせたり、手掛

かりとなる絵カード等を用

意したりする。 

・ 話が伝わったことを実感

できるように、話している

ときはうなずきながら聞く

ようにする。 

知：達成度◎ 

※教師による演示を見て伝え

方をイメージし、安心して

伝えることができた。 

思：達成度◎ 

※絵カードの選択は表現を広

げるために有効だった。 

学：達成度◎ 

※照れずに積極的にコミュニ

ケーションができた。 

道徳科 

① 気持ちのよい挨拶や丁寧

な言葉遣いができる。 

（礼儀） 

② 誰に対しても同じ態度で

接することができる。 

（公正、公平、社会主義） 

・ 挨拶や丁寧な言葉遣いの

大切さ、相手の気持ちに気

付かせるために、役割演技

をする。 

・ 生活単元学習の中で挨拶

や丁寧な言葉遣い等を必要

とする場面を設定する。 

①②：達成度○ 

※役割演技を通して相手の気

持ちに気付くことができ

た。自発的に挨拶や丁寧な

言葉遣いをしたり、公平な

接し方をしたりする姿が見

られるようになった。 
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総合的な 

学習 

知：地域の自然を守るための

人々の取組と方法について

理解することができる。 

思：地域の自然を守るための

方法を教師と一緒に考える

ことができる。 

学：地域の自然を守るため 

の活動に進んで取り組 

むことができる。 

・ 得られた情報をまとめる

ための手順表を用意する。 

・ 学習の振り返りを促すた

めに、学習してきた内容や

文章をイラストや写真等で

視覚的に示す。 

・ 自分の考えを安心して発

表できるように、ＩＣＴ機

器を活用させる。 

知：達成度○ 

※地域の自然を守るための方

法を理解できた。 

思：達成度◎ 

※地域の自然を守るためのよ

りよい方法を教師と一緒に

考えることができた。 

学：達成度○ 

※友達と一緒に調べ学習に取

り組むことができた。 

特別活動 

知：委員会活動において自分

の役割を果たすことができ

る。 

思：学校生活をよりよくする

ための工夫を考えることが

できる。 

学：計画に沿って友達と協 

力しながら活動できる。 

・ 活動内容や日時を一覧表

にまとめて視覚的に示す。 

・ 話し合いにスムーズに参

加できるように、発言や質

問の仕方を事前に指導す

る。 

・ 活動への意欲を高めるた

めに頑張りカードを用意す

る。 

知：達成度○ 

※一覧表が効果的。活動を忘

れることが少なくなった。 

思：達成度○ 

※少しずつ話し合いに参加で

きるようになった。 

学：達成度△ 

※活動に遅れがちだったの

で、３学期は交流学級の友

達に声かけの協力をしても

らう。 

自立活動 

① 困った時に、教師の促し

を受けて周りの人に伝える

ことができる。 

② 不安を軽減する方法を身

に付けることができる。 

・ 困った時の伝え方を伝え、

動作化する。生活単元学習

の中等で困ったことを伝え

る場面を設定する。 

・ 相手にうまく伝えられた

時にはすかさず褒める。 

・ 深呼吸をする、自分の胸 

をトントンと軽く叩く等の

落ち着く方法を指導する。 

①：達成度◎ 

※教師の促しがなくても「手

伝って」「教えて」と周りの

人に伝えることができる場

面が多く見られた。 

②：達成度○ 

※慣れた友達の前では、教師

がいなくても安心して過ご

せるようになってきた。 

掃除時間 

① 手順表通りに最後まで掃

除に取り組むことができ

る。 

・ １つの手順を 1 枚のカー

ドにする。１つの作業が終

わるごとに手順カードをめ

くる。 

・ 掃除を終えたら教師に報

告させる。 

①：達成度○ 

※手順カードは有効だった

が、活動時間内に終わらな

いことがあった。３学期か

らはタイマーを併用する。 

給食時間 

① 自分の給食を配膳するこ

とができる。 

 

・ 配膳の前に、完成した配

膳モデルを示す。 

・ 配膳の際は列に並んで順

番を待つことも指導する。 

①：達成度○ 

※配膳の仕方を視覚的に示し

たことは有効だったが、全

部そろっているかの確認は

必要。 

交流学級で

の人間関係 

① 安心できる友達を増や

し、一緒に活動することを

楽しむことができる。 

・ 自立活動の時間に、友達

の誘い方や相づちの練習を

行う。 

・ 交流学級と連携し、少人

数での活動の場面を意図的

に仕組んでもらう。 

①：達成度○ 

※１学期にあまり関わりのな

かった友達とも一緒に活動

する場面がみられるように

なってきた。 
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個別の指導計画（  学期） 
２年 かがやき１組 児童生徒名：〇〇 〇〇 作成日：令和○年 〇月 〇日 

更新日：令和〇年〇〇月〇〇日 〔障がい種：知的障がい〕  （担任：□□ □□） 

 

年間目標 

（重点目標） 

 

〇 交流学級の友達に自分の思いや考えを伝えながら、落ち着いて学習することができる。 

〇 自分の役割やしなければならないことを理解し、継続して取り組むことができる。 

〇 自分の特性について知り、その都度よりよい対処方法について考えることができる。 

教科等・場面 学期目標 指導・支援の方法 目標の達成度・支援の評価 

国語 

知：自然や季節の言葉に気を

付けて俳句や短歌を音読・

暗唱したり、作ったりする

ことができる。 

思：俳句や短歌に詠まれた情

景や場面の様子、詠み手の

心情を想像することができ

る。 

学：俳句や短歌のよさを感じ

ながら、思いを表現しよう

とすることができる。 

・ 生活単元学習で季節毎の

風物詩一覧表を作成する。 

・ 俳句や短歌の読み上げを

録音して、リズムや間を確

認する。 

・ 情景や場面を表す写真等

と気持ちの表情図を一緒に

掲示する。  

・ 詠んだ句に込めた思いを

書き添えて廊下に掲示す

る。 

知：達成度○ 

※リズムや間を確認して、俳

句と短歌を２句ずつ暗唱す

ることができた。 

思：達成度△ 

※表情図では表現しきれない 

複雑な心情の読み取りに支

援が必要。 

学：達成度◎ 

※テーマに合った俳句を作り

句に込めた願いを書き添え

ることができた。 

社会 

知：都道府県の名前と分布図

の特徴を読み取ることがで

きる。 

思：２つ以上の要素を関連さ

せて、都道府県の特徴を表

現することができる。 

学：テーマを決めて、データ

を集めて都道府県の特徴を

知ることができる。 

・ 地名パズルとテーマごと

の分布図を提示する。 

・ 県の特徴を考えた時と同

じように全国の特徴も捉え

るよう言葉掛けする。 

・ インターネットの検索の

仕方を教える。 

 

知：達成度〇 

※４０の都道府県名を覚え、

航空地図から平地と山地を

読み取ることができた。 

思：達成度◎ 

※交通網と人口多少の関係に

気付き特徴を発表できた。 

学：達成度△ 

※データを決めることが難し

いので、テーマは提示する。 

数学 

知：繰り上がり(下がり)のあ

る時間の計算ができる。 

思：所要時間や活動時間を考

慮した出発・到着時刻を求

めることができる。 

学：校外学習の日程を考える

ことができる。 

・ 生活場面を想定した問題

とワークシートを準備する。 

・ 絵図を用いて考えるよう   

 言葉掛けする。 

・ 生活単元学習で最寄駅か 

 ら電車を使って買い物に行 

く校外学習を設定する。 

 

知思：達成度○ 

※絵図を基に目的地までの所

要時間は、正確に計算する

ことができた。到着時刻か

ら逆算する場合の時間の繰

り下がりについては、確認

が必要であった。 

学：達成度◎ 

※電車の時刻に合わせた活動

時間の設定ができた。 

理科 

知：太陽が地面を温めるため

日なたと日陰の気温が違う

ことがわかる。 

思：日なたと日陰の気温変化

の共通点を表現することが

できる。 

学：気温と地面の上昇温度と

熱中症予防を関連付けるこ

とができる。 

・ 日なたと日陰の気温と地

面の温度を測定して記入す

る表やグラブを準備する。 

・ 気温に遅れて地面が暖ま

ることをグラフの形に注目

して考えるよう言葉掛けす

る。 

知：達成度◎ 

※日光の当たり方で気温の違

いがあることがわかった。 

思学：達成度◎ 

※温度差はあるが日なたも日

陰も暖まり方が同じで、地

面が最も暖まる１４時頃の

屋外活動の熱中症予防が必

要だと考えることができた。 

〔様式例３〕※特別支援学級用 

記入例② 
想定 （中学校２年生） 

＊自閉傾向のある知的障がいの生徒 

＊交流学級での学習（一部特別支援学級で） 

音楽、美術、技術家庭、体育、特活、給食 
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音楽 

知：正しい音程で歌うことが

できる。 

思：歌詞の内容と拍の流れに

応じた歌い方をすることが

できる。 

学：２部パートの響きを感じ

ながら合唱を楽しむことが

できる。 

・ 正しい音の高さが意識で

きるようパート別練習の時

間を設ける。 

・ 歌詞に合わせた情景写真

を掲示する。 

・ 合唱の録画を視聴し、パ

ートの響きを確認できるよ

うする。 

知：達成度◎ 

※正しい音程で「夢の世界を」

歌うことができた。 

思：達成度△ 

※楽譜に速さと強弱記号を書

き込む視覚的な支援が必

要。 

学：達成度〇 

※２部パートの部分で声量を

上げ、意欲的に合唱に参加

できた。 

美術 

知：絵と言葉の配置を工夫し

て描くことができる。 

思：絵手紙集を参考にして、

表したい内容や言葉を考え

ることができる。 

学：作品に込められた思いに

気付き、表現する楽しさを

味わうことができる。 

・ 字体や大きさ、色や太さ

で印象が変わることがわか

るサンプルを提示する。 

・ 絵手紙集の作品のよさを

取り入れるよう言葉掛けす

る。 

・ 描きたいものの写真に文

字を入れてイメージを確定

するよう言葉掛けする。 

知思：達成度◎ 

※竹ペンで描いた部活のユニ

フォームに水彩絵の具で淡

く色付けし、墨で力強く「チ

ーム」と書き加えることが

できた。 

学：達成度〇 

※友達の作品の絵と文字の組

合せのおもしろさを感想と

して伝えることができた。 

保健体育 

知：球技の基本動作や技能を

身に付けることができる。 

思：自分の課題を見付け、練

習に取り組むことができ

る。 

学：失敗しても感情を乱さず

に、最後まで楽しく運動す

ることができる。 

・ 球技は、ソフトバレーボ

ールを使った４人制のバレ

ーにする。 

・ 互いの苦手な動作を話し

合う場面を設定する。 

・ 全員がボールに触って返

すルールを設ける。 

・ 「ドンマイ」「ナイス」の

掛け声を掛け合うよう言葉

掛けする。 

 

知：達成度〇 

※サーブ、レシーブの失敗が

少なくなってきた。 

思：達成度◎ 

※アタックのタイミングを繰

り返し練習することができ

た。 

学：達成度◎ 

※友達からの指示や掛け声 

を聞きながら最後までゲー

ムに参加することができ

た。 

技術・家庭 

知：衣服の役割と簡単な手入

れの仕方がわかる。 

思：目的に応じてふさわしい

衣服や着こなしがあること

に気付くことができる。 

学：自分のサイズや好きな色

柄を知り、目的に応じた服

装を考えることができる。 

・ 作業学習で作業着やエプ 

 ロンの役割を確認し、汚れ

に応じた洗濯の仕方を写

真入り手順表で示す。 

・ 和服や各職業のユニフォ

ーム等の写真を準備する。 

・ 顔写真と衣料品カタログ

を準備する。 

・ 生活単元学習で衣服を買

う校外学習を設定する。 

知：達成度◎ 

※作業着の泥汚れを手もみ洗

いしてから洗濯機で洗うこ

とができるようになった。 

思学：達成度〇 

※カタログで体形に合うサイ

ズと好きな色柄の服を選ぶ

ことができた。校外学習で

普段着用の縞模様の長袖Ｔ

シャツを購入することがで

きた。 

外国語 

知：基本的な表現や語句が表

す内容がわかる。 

思：伝えたい事柄を考え、基

本的な表現や語句で伝え合

うことができる。 

学：外国語を使って進んでコ

ミュニケーションをするこ

とができる。 

・ 日常生活になじみのある

単語を取り上げる。日常生

活の時間に日付・曜日の語

句を英語で確認する。 

・ 難しい表現や語句には、

イラストや写真を添える。 

・ 難しい語句に振り仮名を

振る。 

・ ＡＬＴとの学習機会を設

定する。事前に質問の英文

読みの練習をする。 

知：達成度〇 

※10までの数字、曜日、色の単

語を覚えることができた。 

思：達成度〇 

※基本の文型に尋ねたい内容

の語句を入れて疑問文で尋

ねることができた。 

学：達成度◎ 

※自己紹介やビンゴゲームを

通して自分からＡＬＴに関

わることができた。 
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道徳科 

① 友達と自分のよさを知り

互いに発表することができ

る。（向上心 個性の伸長） 
 

② 充実した家庭生活を送る

ために自分ができることを

考えることができる。（家庭

生活の充実） 

・ 様々なよさを表す文章を

準備し、あてはまる人がい

ないか考えるよう促す。 

 

・ 家事の担当者を記入して

偏りに気付かせるプリント

を準備する。 

①達成度◎ 

※よさを書いた文章を読んで

友達と自分に貼り分けるこ

とができた。 

②達成度〇 

※家事の偏りを解消するため

手伝いをすることを決めた

が、実践はできていない。 

総合的な 

学習 

知：福祉事業所の定員や作業

内容を調べる方法について

理解することができる。 

思：調べた福祉事業所の情報

から自分に合う体験先を考

えることができる。 

学：実習に向けた活動に意欲

的に取り組むことができ

る。 

・ 地域の福祉事業所のパン

フレットを準備する。 

・ 事業所を３つに決め、パ   

 ンフレットの情報を一覧表 

 に整理して比較しながら考 

えるよう言葉掛けする。 

・ 実習先決定までに行うこ

とをフローチャート形式で

示す。 

知：達成度○ 

※必要な情報に３色のマーカ

ーを付けて、表に書き込む

ことができた。 

思：達成度◎ 

※送迎があり、作業班の経験 

を生かせる食品加工の事業 

所に決めることができた。 

学：達成度◎ 

※ICT を活用した情報収集に

取り組ませていく。 

特別活動 

知：給食委員会の活動内容を

知り、各自が役割を果たす

大切さを理解することがで

きる。 

思：給食をより楽しい時間に

する工夫を考えることがで

きる。 

学：見通しをもって積極的に

活動することができる。 

・ 交流学級の生徒と給食放

送の分担を決め、カレンダ

ーに印を付けるよう促す。 

・ 放送原稿を分かち書きに

し、漢字に振り仮名を振る。 

・ 放送原稿の音読の時間が

足りないときは、家庭で練

習することを促す。 

  

知：達成度◎ 

※カレンダーに当番の印を付

け、給食放送を忘れないよ

うにすることができた。 

思：達成度◎ 

※給食クイズを行うことを提

案することができた。 

学：達成度△ 

※家庭での音読ができなかっ

たので、学校で教師や友達

と練習する時間を設ける。 

自立活動 

① 自分の思いを伝えなが

ら、友達と協力してゲーム

に参加することができる。 

 

・ 順番や役割のあるゲーム

を設定する。 

・ リーダーを中心に話し合

いの場面を設ける。 

 

①達成度◎ 

※リーダーからの働き掛け

に、自分がしたい順番や役

割を伝えることができた。

ボール運びでは、二人で棒

の高さを合わせて運ぶこと

ができるようになった。 

給食時間 

① 配膳の役割を果たすこと

ができる。 

 

② 時間内に食べ終えること

ができる。 

・ 個数が決まったおかずの

配膳を担当できるよう交流

学級の生徒と事前に確認す

る。 

・ 会話が多いときは、食事

に集中するよう同じ班の友

達に言葉掛けを依頼する。 

①達成度◎ 

※トングを使って数を間違え

ずに固形物の配膳ができた。 

②達成度◎ 

※言葉掛けがあると、時間内

で食べ終えることが増え

た。  

交流学級で

の人間関係 

① 落ち着いて学習に取り組

むことができる。 

 

② トラブルの原因を考え

て、望ましいかかわりにつ

いて考えることができる。 

・ 交流学級の座席は、前方

で理解のある友達と同じ班

になるよう配慮する。 

・ 日常生活の指導や自立活

動の時間に、予想される場

面ごとのトラブル対処法を

一緒に考える場を設ける。 

・ トラブルの発生が多い教

科の担当と学習内容や支援

の方法を事前に確認する。 

①達成度〇 

※班の友達とのかかわりが良

好で、落ち着いて学習でき

る時間が増えた。 

②達成度△ 

※保体や技術家庭で班構成が

変わったときにトラブルが

多かった。事前の対処法を

確認して交流学級の授業に

送り出す支援が必要。 
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日常生活の

指導 

① ハンカチを携帯して使用

することができる。 

 

② 係活動（明日の予定の記

入）に責任をもって取り組

むことができる。 

・ 家庭と連携してハンカチ

の携帯を促す。予備のハン

カチを置いておく。 

・ 教科の持参物について早

めに確認に行くよう言葉掛

けする。 

①達成度〇 

※ハンカチの使用は定着した

が、家からの持参を忘れる

日が多い。 

②達成度◎ 

※給食後に各教科担当に授業

内容と準備物を聞きに行くこ

とができるようになった。 

生活単元 

学習 

① 校外学習で乗車券と品物

を買う際、金額に見合う支

払いができる。(数) 

② 時間を意識してスケジュ

ールどおりに班の友達と行

動することができる。(数

自) 

③ 秋と冬の風物詩一覧表を

作成することができる。(国

理) 

・ 100 円、10 円単位で概算

し釣銭の少ない支払い方法

を繰り返し練習する。 

・ アナログの腕時計を見な

がら行動するよう促す。 

・ 「季節の図鑑」を参考に選

び、文字やイラストの色や

大きさを工夫するよう促

す。 

①達成度◎ 

※少し時間がかかったが落ち

着いて金額に見合う支払い

ができた。 

②達成度◎ 

※日程メモを確認して班の友

達に次の活動への早めの声

掛けをしながら、一緒に行

動することができた。 

③達成度◎ 

※動植物は月毎に均等に選

び、細部まで丁寧に描くこ

とができた。掲示に必要な

イラストのコピーを自分か

ら依頼することができた。 

作業学習 

① サツマイモの手入れ、収

穫をすることができる。

（理） 

② リサイクル封筒作りに集

中して取り組むことができ

る。（自） 

・ 新しく行う作業は、イラ

ストと文字で提示する。 

・ 担当を決めて流れ作業で

封筒作りに取り組む。 

・ タイマーを活用して残り

の作業時間が分かるように

する。 

①達成度〇 

※茎を引っ張りながら、芋を

傷付けずに掘ることができ

た。食べている部分が根だ

と知ることができた。 

②達成度 

・３種類の型枠をバランスよ

く置いて型を取り、丁寧に

切り取って、折り目を付け

て、次の担当に渡すことが

できた。３０分集中して取

り組めるようになった。 
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個別の指導計画（１学期） 
２年 ひまわり学級     児童名：〇〇 〇〇 作成日：令和２年 ５月 １日 

更新日：令和２年 ７月２０日 〔障がい種：自閉症・情緒障がい〕（担任：□□ □□） 

 

年間目標 

（重点目標） 

○ 学習や学校行事に落ち着いて参加できる。 

〇 自分の思いや考えを相手に正しく伝えるための表現方法を身に付け、相手とやり取りす

ることができる。 

教科等・場面 学期目標 指導・支援の方法 目標の達成度・支援の評価 

自立活動 

①  週予定表を確認したり、

カードを見たりしながら、

落ち着いて学校行事に参

加できる。 

 

 

②  簡単なルールのあるゲ

ームの中で、ルールを守る

ことや負けたときの対処

方法を身につける。 

 

 

③  自分の思いや考えを伝え

るための語彙を増やすとと

もに、単語カードや絵カー

ド、シンボル等を活用しな

がら、相手の思いに気づい

たり、自分の思いや考えを

伝えたりすることができ

る。 

・ 行事では事前に写真を見

せたり、事前体験の機会を

設定したりする。 

・ 予定変更は、起こり得る

ことを示すとともに、変更

は事前に視覚的に伝える。  

・ 興味関心のある話題を取

り上げたロールプレイやゲ

ームを設定する。 

・ 教師が思いや考えを言語

化していくと共に、簡単な

遊びやゲーム等でやり取り

の楽しさを味わわせる。 

・ 単語カードや絵カード、

シンボルを手がかりに、行

動と感情を整理していく。 

・ カードは、関わる職員（支

援員を含む）で共有し、い

つでも提示できるようにし

ておく。 

・ 成長が見える評価表（ノ

ート）を作成し、適宜価値

付けを行う。 

① 達成度◎ 

※事前体験とイメージしやす

い声掛けで健康診断に落ち

着いて参加できた。 

②：達成度〇 

※ゲームの中では、負けても

拍手できるようになってき

た。教科指導でも場面設定

を行う。 

③：達成度〇 

※絵カードや単語カードの中

から自分の気持ちを選択す

ることができるようになっ

てきた。 

※家庭でも同様の絵カードを

提示すると、気持ちを伝え

ることができたという保護

者からの報告があった。 

※感情が高ぶってからのカー

ド提示は有効ではなかっ

た。２学期は、通常の学級

でよく起こる場面を意図的

に設定する。 

国語 

知：語のまとまりに気をつけ

て、自分の担当場所を音読

することができる。 

思：場面の様子に着目して、

登場人物の行動を具体的に

想像できる。 

※通常の学級と同じ 

 

学：音読劇に取り組もうとす

る。(音読発表は交流学級で

も実施) 

 

・ 文章と挿絵を、段落ごと

ページ分けしたり、会話文

を登場人物で色分けしたり

することで、意味理解の補

助にする。 

・ 読みにくい語のまとまり

にスラッシュを入れたり、

色をつけたりする。 

・ 叙述をもとに、動作化さ

せたり、挿絵とつないだり

し、表情・口調・様子を具

体的にイメージさせる。 

知：達成度○ 

※場を分けたら語のまとまり

に気をつけながら読むこと

ができた。 

思：達成度○ 

※会話文の色分けや動作化を

することが有効であった。 

学：達成度◎ 

※音読劇に楽しんで取り組む

ことができた。通常の学級

でも自信を持って発表でき

た。 

算数 

知：時刻と時間のちがいや

日・時・分・秒の関係がわ

かり，時計の針の動きをも

とに，時刻や時間を求める

ことができる。 

※通常の学級と同じ 

・ 興味を持って取り組める

ように好きな電車の発着時

刻と結びつけたり、1 日の

生活と関連付けたりする。 

・ 帯時計や模型時計、時間

テープや動作化など、時刻

知：達成度△ 

※時刻は正確に読めるように

なってきた。時間について

は、継続指導が必要。 

思：達成度〇 

※自分の日常生活での時刻や

〔様式例３〕※特別支援学級用 

記入例③ 

ここ以下の枠は、全て BIZ UD

ゴシック体 10ｐ。 

想定 （小学校２年生） 

＊電車が大好きで、他者との社会的関係形成に

困難さのある児童 

＊交流学級での学習（一部特別支援学級） 

生活科、音楽、体育、図画工作、特活、道徳 
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思：自分の日常生活の時刻や

時間について教師と一緒に

調べることができる。  

学：1 日の生活時間に関心を

持ち、自分から調べようと

する。 

と時間の違いを多様な方法

でつかませる。 

・ 10 秒当てゲーム等、時間

の量感を育てるゲームを取

り入れる（他教科や日常生

活でも行う） 

時間について、調べること

ができた。 

学：達成度◎ 

※電車の発着時刻と、自分の

生活時間を関連させ、意欲

的に取り組めた。 

体育 

知：いろいろな方向に走った

り、タッチやバトンで受け

渡しをして走ったり、低い

障がい物を走り超えたりす

ることができる。 

※通常の学級と同じ 

 

思：自分でチャレンジしたい

場を選ぶことができる。 

 

学：順番を守って活動し、負

けたときに相手に拍手を送

ることができる。 

・ ゲームや競技の方法を図

や絵、手順カードを活用し

て視覚的に示す。 

・ 遊びに夢中になるような

場の工夫を行うとともに、

自己選択の機会を設定す

る。 

・ △コーン・フープなどを

活用しバトンの受け渡し場

所や待つときの場所を示

す。 

・ 事前に勝つことも負ける

こともあることを確認し、

負けた時の気持ちの整理方

法や拍手を練習する。（自立

活動と関連させる） 

知：達成度○ 

※ジグザグ走りで体の切り替

えがうまくなった。リレー

では、新聞紙バトンを使う

とスタートがわかりやい。 

思：達成度◎ 

※興味を引くコース設定が有

効であった。友達の真似を

しながら 3 つの場にチャレ

ンジすることができた。 

学：達成度△ 

※場所を明確にしたことが有

効。負けた時に拍手までに

は至っていない。自立活動

で具体的場面設定を行う。 

給食 

① 食べられる量を自分でつ

ぎ分けながら、苦手な食材

を一口食べることができ

る。 

 

 

・ 空の食器を一人分用意し、

食べられる量を自分で分け

られるようにする。 

・ 無理強いすることなく自

分で量の調整ができたこ

と、一口でも食べられたこ

とを賞賛する。  

①：達成度◎ 

※自分で量を調整できること

で給食に対する不安が軽減

された。 

※できた経験の積み重ねによ

り、椎茸を三口食べられる

ようになった。 

朝の準備 

① 手順表を見ながら、時間

内に鞄を片付けることがで

きる。 

 

・ 手順を示すカードを用意

し、終わりを教師に報告さ

せる。 

 

・ ロッカーや靴箱等、持ち

物を置く場所には、本人の

好きな電車の統一シールを

貼る。 

①：達成度△ 

※1 年生から継続の電車シー

ルは有効であった。交流学

級で朝の準備を予定してい

たが、集中することが難し

かったため、刺激の少ない

特別支援学級で朝の準備を

行い、交流学級に向かうよ

うに変更した。 

掃除 

① 掃除場所（学級前廊下）

を理解して、音楽が終わる

までに掃除場所に行くこと

ができる。 

 

② 手順書に示された自分の

役割（箒・雑巾）を果たす

ことができる。 

・ 時間と場所を明確にし、

音や視覚的サインで示す。 

（箒）箒の使い方のカードを

準備するとともに、ゴミを

集める場所に、テープで印

をつける。 

（雑巾）壁タッチの回数（雑

巾を壁につける回数）を決

め、支援員と一緒に数えさ

せる。 

①：達成度○ 

※時間の声かけがまだ必要で

あるが場所を間違うことは

なくなった。 

②：達成度◎ 

※ゴミ集めの場所の印と壁タ

ッチが有効だった。ぬれた

雑巾が苦手だったため乾拭

きに変更し、徐々に慣れさ

せた。 

交流学級で

の活動 

① 教師の話の最後まで聞き

質問タイムに質問ができ

る。 

 

② 係活動で、一緒に活動す

ることを楽しむ場面を増や

す。 

・ わかりやすい指示の出し

方や質問タイムのサインを

確認しておく。 

・ 安心できる友達との場を

意図的に仕組む。 

・ よい面を発信する機会や

場を意図的に設定する。 

①：達成度◎ 

※サインを見て質問できた。

交流学級でも有効だった。 

②：達成度〇 

※新聞係で電車のイラストを

担当した。帰りの会で認め

られ笑顔が見られた。 
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個別の指導計画（ １学期 ） 
１年 わかば学級      生徒名：○○ ○○ 作成日：令和２年 ５月 １日 

更新日：令和２年 ７月２０日 〔障がい種：自閉症・情緒障がい〕（担任：□□ □□） 

 

年間目標 

（重点目標） 

○ 学習場面で、選択等して意思表示することができる。 

○ 見通しをもって授業の始業に間に合うよう、授業準備や教室移動ができる。 

教科等・場面 学期目標 指導・支援の方法 目標の達成度・支援の評価 

自立活動 

①  グループ活動の中で、他

者の意図や相手の感情を類

推できる。 

 

 

②  気持ちを表す表情イラス

トやカードを使用して意思

の表出ができる。 

 

 

③  ＩＣＴの使い方を学び、

多様な表出の方法を知るこ

とができる。 

・ 自立活動の時間に、安心

できる友人とのペア・グル

ープでの活動設定を行い自

信につなげる。 

 

・ 意思表示カードやＨＥＬ

Ｐカードを準備・活用する。 

・ 場面設定をしてロールプ

レイを行う。 

 

・ 表出時のＩＣＴの活用の

練習（タイピング）をする。 

 

 

・ 1 週間、1 日の時間割で見

通しをもたせる。 

①：達成度〇 

※良好な人間関係のグループ

設定が有効で、意志表出の

タイミングが定着してき

た。 

②：達成度△ 

※２学期は、使用する場面を

設定し、周囲のヘルプマー

クの理解とともに安心して

過ごせるようにする。 

③：達成度〇 

※自己紹介カードを Word で

作成することができた。今

後、月に１つ程度、ＩＣＴ

を活用して表現物を作成す

る。 

※スケジュール表で行事、時

間割の見通し、体調管理を

行うことができた。 

国語 

知：事象や行為、心情を表す

語句を増やし、話や文章の

中で使うことができる。 

※通常の学級と同じ。 

思：「話すこと」について、紹

介等伝えたいことについて

は、タブレットを活用して

行うことができる。 

※通常の学級と同じ。 

 

学：2 週間に 1 冊程度、図書

室で本を選び、読書に親し

み、読書記録をつけること

ができる。 

・ 交流学級担任と連携し、

調べた内容や自分の考えに

ついてＩＣＴを活用して表

現する。 

・ 「春の詩づくり」ではタ

ブレットで詩を作成し、交

流学級で紹介する。 

 

 

 

・ 図書室利用の日時の確認、

気持を表す表情シートの中

から乾燥の言葉を選べるよ

うにする。 

知：達成度〇 

※教科書を読んでわからない

語句についてタブレットで

調べることができた。 

思：達成度〇 

※タブレットで詩を作成する

ことができた。 

※自分の考え等をタブレット

に入力する際、選択肢を複

数準備しておく必要があ

る。 

学：達成度○ 

※本を選ぶ際、司書のおすす

めも参考にし、人とのかか

わりを広げる。 

数学 

知：正の数と負の数について

必要性と意味を理解し、四

則計算ができる。 

※通常の学級と同じ。 

思：正の数と負の数を具体的

な場面で活用することがで

きる。 

※通常の学級と同じ。 

・ 数直線すごろくやトラン

プを使って数学的活動をす

る。 

 

・ 身の回りで使われている

負の数（温度、川の水位、

標高等）でイメージをもち

やすくする。 

知：達成度〇 

※数直線すごろくを使って、

正の数と負の数について理

解することができた。 

思学：達成度○ 

※写真や動画が活用をイメー

ジするのに有効であった。

意思疎通のツールの改良が

〔様式例３〕※特別支援学級用 

記入例④ 

想定 （中学校１年生） 

＊選択性かん黙があり、活動の切り替え等に時間を

必要とする生徒 

＊交流学級での学習（一部特別支援学級で）音楽、

美術、技術家庭、保健体育、特活、道徳 
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学：粘り強く問題に取組み、

数学を生活や学習に生かそ

うとすることができる。 

※通常の学級と同じ。 

・ 得意なイラストを描いて

すごろくを作成し、親しい

友達と交流する時間を設定

する。 

必要。 

 

保健体育 

知：リズムに乗って踊ること

ができる。 

※通常の学級と同じ。 

 

思：自己の課題を発見し、仲

間と考えた創作ダンスを表

現できる。 

※通常の学級と同じ。 

学：ダンスの楽しさや喜びを

味わい、積極的に取り組む。

※通常の学級と同じ。 

・ ＤＶＤを視聴し、スモー

ルステップでリズムに乗っ

て体を動かす。（手の動き→

足の動き→手足の連動） 

・ 自分ができそうなところ

から、全体の動きにあわせ

る。 

・ 自分の動きを動画で確認

する。 

・ ダンスのモデルとなる生

徒が見えるところで踊れる

よう位置の確認をする。 

知：達成度△ 

※リズムの拍子をとることは

できたが、手足の連動が難

しかった。静と動を意図的

に設定する方法など改良が

必要。 

思：達成度○ 

※仲間の合図や動きにあわ

せ、部分的に全体の動きに

あわせることができた。 

学：達成度◎ 

※自分の課題目標を意識して

取り組むことができた。 

交流学級 

での活動 

①  首を縦横に振るか、指さ

しで意思表示をすることが

できる。 

 

②  チャイム席に間に合わな

かった時は、カードを担当

教師に見せ、一礼して席に

着くことができる。 

 

 

③ めあて、まとめ、重要語

句（下線部）をノートに書

き、振り返りを表情イラス

トで選択することができ

る。 

・ 自立活動の時間に伝言ゲ

ームや、得意なイラストし

りとりで時間を意識した意

思表示の練習を行う。 

 

・ 交流学級と連携し、授業

開始の参加方法を確認す

る。 

 

 

 

・ 板書をノートに書く量を

調整するため、中心となる

語句に下線を入れる。 

①：達成度〇 

※意思表示する回数が増えて

きた。親しい友達と休み時

間や場面での関わりを広げ

ていく。 

②：達成度△ 

※カードの活用が難しかった

ので、場面設定をして今後

練習する。 

※間に合うための時間設定を

1 日の見通しをもたせる際

に行うようにする。 

③：達成度△ 

※板書を写真に撮り、書き写

すところを丸囲みすること

から取り組む。 

朝の会・ 

帰りの会 

① 連絡帳に心と体の元気度

数にチェックを入れること

ができる。 

② 自分の体調について、カ

ードや指さしで意思表示す

ることができる。 

③ 週行事・時間割で 1 週間、

1 日の見通しをもつことが

できる。 

・ チェック項目を一緒に考

え、連絡帳に設定する。 

・ 健康観察でカードを使っ

て意思表示する。 

 

・ 朝の会・帰りの会で、1

週間、1 日の時間割を確認

する。 

・ 帰りの会で、連絡帳とト

ークン表にチャイム席評価

をする。 

①②：達成度〇 

※特別支援学級担任へは意思

表示ができた。今後生徒か

らの健康観察で意思表示で

きるようにする。 

③：達成度〇 

※移動教室用教科道具セット

の準備を行うことで、見通

しをもって活動ができた。 

※今後、急な時間割の変更は、

静かなところで、1 対 1 で

事前に伝えるようにする。 

休み時間 

① 休み時間をどこで過ごす

のか自己選択できる。 

 

・ 「わかば」か「交流」か

を自己選択させ、時間割に

掲示する。 

・ 移動教室の際、教室を出

る時間をタイムタイマーで

掲示する。 

①：達成度◎ 

※一日を見通して予定を立て

ることができるようになっ

たので、今後は特別な行事

の際のみにしていく。 

 

給食の時間 

 

① 時間内で食べられる量を

自分で調節することができ

る。 

・ 準備・食事・片付けの時

間をタイムタイマーで確認

する。 

①：達成度〇 

※特別支援学級での準備がは

やくなり、食べる時間の確

保ができるようになった。 
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個別の指導計画（２学期） 
４年 さくら学級    児童名：○○ ○○ 作成日：令和３年 ５月 １日 

更新日：令和３年１２月２０日 〔障がい種：弱視〕   （担任：□□ □□） 

 

年間目標 

（重点目標） 

○ 単眼鏡や ICT 機器を使用し、文字や形などを正確に捉える習慣を身に付ける。 

○ 教師や友達に対して、自分の考えや気持ちを伝えることができる。 

○ 交流学級での学習や集団活動では、予習を行うことで見通しをもって学習に参加できる。 

教科等・場面 学期目標 指導・支援の方法 目標の達成度・支援の評価 

自立活動 

① 単眼鏡を使って、１分間

に〇文字程度、板書を読む

ことができる。 

 

 

 

 

 

② 分からない時や困った時   

 に、自分から尋ねることが

できる。 

・ 単眼鏡のピント合わせに

ついて、両手から片手で行

えるよう、各教科等の学習

でも練習する。 

・ 早く正確に板書を読むこ

とができるように、電子黒

板を使って漢字当てゲーム

をする。 

・ 「こんな時どうする」等

のワークシートを使って、

コミュニケーションの取り

方の練習をする。 

①：達成度〇 

※前学期に比べ、正確に読む

までの時間が短縮された。 

 

 

②：達成度△ 

※ワークシートの学習では、

解決方法を発表できたが、

日常生活に活かすことは十

分ではなかった。他の学習

時間に意図的な場面設定が

必要である。 

朝の会・ 

帰りの会 

① 単眼鏡を使いながら、板

書の内容を連絡帳に記入す

ることができる。 

② 相手との距離に応じて声

の大きさを調整して話をす

ることができる。 

・ 連絡帳の記入内容を確認

し、正しく記入できたこと

を誉める。 

・ 発表、質問する場面を設

定する。その際、色々な距

離から質問し、声の大きさ

の調整を練習する。 

①：達成度◎ 

※板書の内容を時間内に正し 

く記入することができた。 

②：達成度〇 

※教師の声かけがあれば、相 

手との距離に応じて声の大 

きさの調整ができた。 

交流学級 

での活動 

① 見通しをもって学習や活

動に参加することができ

る。 

② 分からない時や困った時

に、教師や友達に話しかけ

ることができる。 

 

・ 交流学級で見通しをもっ

て活動できるように、事前

に作業や道具の使い方を練

習する時間を設定する。 

・ 見えにくさを補うため、

拡大資料の提供、具体的で

明確な指示や説明をする。 

・ 見えやすさ、質問のしや

すさを考慮して席の位置を

決める。 

①：達成度◎ 

※帰りの会終了後、短時間練

習時間を設定したことで、

見通しをもって活動できる

ようになった。次学期もこ

の練習を継続する。 

②：達成度△ 

※交流学級では、自分から話

しかけることが少なかっ

た。交流学級の担任と連携

し、分からない時や困った

時に限定せず、挨拶等自分

から話しかける素振りを見

せた時も誉めて自信を持つ

ことができるようにする。 

〔様式例３〕※特別支援学級用 

記入例⑤ 想定 （小学校４年生） 

＊視力０．１程度、単眼鏡を使用 

＊知的障がいなし 
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理科 

知：乾電池の数やつなぎ方を

変えると、電流の大きさや

向きが変わり、豆電球の明

るさやモーターの回り方が

変わることを理解できる。 

思：電流の働きについて、観

察、実験などを行い、得ら

れた結果を基に考察し、表

現するなどして問題解決し

ている。 

学：電流の働きについての事

物・現象に進んで関わり、

他者と関わりながら問題解

決することができる。 

※（全：通常の学級と同じ） 

・ 説明内容を理解できるよ

うに、本人の側に実験装置

や器具を提示して説明す

る。 

・ 検流計の目盛り等、見え

にくいものは、ICT 機器で

撮影しながら、拡大して確

認するように促す。 

 

知：達成度◎ 

※回路図を用いて記録する

等、観察、実験などの過程

や得られた結果を分かりや

すく記録できた。 

思：達成度〇 

※ICT 機器で撮った写真を手

掛かりに、結果を基に考察

することができた。 

 

学：達成度〇 

※学習前や予想段階での自分

の考えを振り返り、実験結

果や友達との交流を基に見

直すことができた。  

体育 

知：ゴール型ゲームの行い方

を知り、基本的な動きを身

に付けることができる。 

思：ゴール型ゲームの楽しみ

方を工夫するとともに、考

えたことや気付いたことな

どを他者に伝えることがで

きる。  

学：運動に進んで取り組み、

規則を守り誰とでも仲よく

運動をしたり、勝敗を受け

入れたり、友達の考えを認

めたり、場や用具の安全に

気を付けたりすることがで

きるようにする。 

※（学：通常の学級と同じ） 

・ 見えにくさを補うため、

音が鳴り、床の色に対して

はっきり見える色のボール

や大きな目印のあるゴール

を準備する。 

・ 友達の動き等、見えにく

いものは、目立つ色のゼッ

ケンを使用して見えやすく

するとともに、ICT 機器で

写真や動画を撮り、確認す

る場面を設定する。 

・ 準備や後片付けでは、安

全面に配慮した役割分担や

メンバー構成とする。 

知：達成度◎ 

※ゆっくりとしたスピードの

パスを受けたり、ゴールに

向かってシュートをしたり

することができた。 

思：達成度△ 

※考えたことや気付いたこと

を他者に伝えることが難し

かった。チームでの作戦タ

イムの行い方を工夫する必

要がある。 

学：達成度〇 

※規則を守ったり、用具の準

備や片付けを友達と一緒に

したりすることができた。 
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個別の指導計画（１学期） 
１年 青空学級 児童生徒名：〇〇 〇〇 作成日：令和２年 ５月 １日 

更新日：令和２年 ７月２５日 〔障がい種：難聴〕 （担任： □□ □□ ） 

 

年間目標 

（重点目標） 

〇 語彙力を増やし、コミュニケーションや教科等の学習を円滑にすることができる。 

○ 相手の話を正しく理解したり、自分の思いを分かりやすく伝えたりするために、場や状

況に応じたコミュニケーション手段の活用や要求をすることができる。 

○ 必要に応じて補聴器の音量等を調整し、会話や活動をすることができる。 

教科等・場面 学期目標 指導・支援の方法 目標の達成度・支援の評価 

自立活動 

① コミュニケーション手段

の種類と特徴を理解し、活

用をすることができる。 

② 補聴器の管理や適切な聞

こえの状態に調整すること

ができる。 

＜自立活動の時間＞ 

・ 読話や筆談、タブレット、

ジェスチャーなどを体験・

活用する場を設定する。 

・ 様々な音量や音声に対し

て適切な補聴器の聞こえの

状態を調整する活動を設定

する。 

＜自立活動の時間外＞ 

・ 補聴器の状態や聞こえの

状態を確認するため、朝の

会を活用する。 

①：達成度○ 

※読話の場面では、話し手の

口元が見やすい位置に移動

することができるようにな

った。 

※筆談やタブレットを活用し

て自分の考えを表現するこ

とができるようになった。 

②：達成度◎ 

※補聴器の音量等の調整や日

頃の手入れを自分から率先

してできるようになった。 

交流学級 

での活動 

① 必要に応じてＦＭマイク

を渡すことができる。 

② 聞き取りにくい時は、「も

う一度言ってください」「○

○のように聞こえたけど、

あっている」などの要求や

確認をすることができる。 

・ 年度当初、交流学級の生

徒に対して、本人への聞こ

えの状態等の理解を図る。 

・ 自立活動の時間に要求や

確認の方法についてロール

プレイ等を実施する活動を

設定する。 

・ 躊躇している場合は、周

囲の生徒に声掛けをした

り、本人に行動を促したり

する。 

①：達成度○ 

※全体での説明やグループ学

習などの場面で、教師、級

友共にＦＭマイクを渡すこ

とができるようになった。 

②：達成度△ 

※級友や教師からの声かけが

がなければ、要求すること

ができなかった。 

※自ら要求できるようにする

ための取組が必要。 

国語 

知：事象や行為、心情を表す

語句の量を増すとともに、

話や文章の中で使うことが

できる。 

※通常の学級と同じ。 

思：「読むこと」において、描

写を基に、場面の展開や登

場人物の相互関係を捉えた

り、心情がどのように変化

しているのかなどを把握し

たりすることができる。 

※通常の学級と同じ。 

学：粘り強く表現を工夫し、

学習の見通しをもって新た

に知った言葉を使うことが

できる。 

※通常の学級と同じ。 

・ 事象や行為、心情を表す

語句についての経験の有無

について実態を把握する。 

・ 経験がなかったり、言葉

に置き換えられなかったり

した心情表現については、

気持ちに関する言葉集めや

キーワードを使った活動な

ど、朝の会等で体験できる

場を設定する。 

・ 文章に表れている心情や

その変化が分かるように、

心情の移り変わりが分かる

文章中のキーワードを示し

たり、心情の変化を曲線で

表したりする。 

知：達成度○ 

※事象や行為、心情を表す語

句が増え、スピーチや作文

などで使うことができるよ

うになった。 

思：達成度○ 

※キーワードを基に登場人物

の心情の変化を把握するこ

とができるようになった。 

学：達成度○ 

※新しく獲得した言葉を積

極的に活用しようとする

姿が見られた。 

〔様式例３〕※特別支援学級用 

記入例⑥ 想定 （中学校１年生） 

＊平均聴力レベルが６０ｄB程度で補聴器を使用

している生徒 

＊知的な遅れはないものの、語彙が少ない生徒 
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音楽 

知：曲想と音楽の構造や歌詞

の内容との関わりについて

理解し、創意工夫を生かし、

視覚化された各声部の声や

音などの情報を参考にしな

がら、他者と合わせて歌っ

たり演奏したりすることが

できる。 

思：音楽を形づくっている要

素や要素同士の関連を知覚

し、それらの働きが生み出

す特質や雰囲気を感受しな

がら、知覚したことと感受

したこととの関わりについ

て考え、歌唱や器楽表現を

創意工夫することができ

る。 

※通常の学級と同じ。 

学：音楽活動を楽しみながら

主体的・協働的に表現の学

習活動に取り組むことがで

きる。 

※通常の学級と同じ。 

・ ICT による拡大した楽譜

や歌詞を提示し、歌唱や演

奏している箇所が分かるよ

うに色付けや指さし等で示

す。 

・ リズムや音の強弱などの

音楽の要素をつかむことが

難しい場合は、音楽に合わ

せて一緒に拍を打ったり体

を動かしたりするなどの動

作化をするとともに、楽譜

に記号等で視覚化する。 

・ 友達の演奏する指先が見

やすい座席など座る位置を

配慮する。 

知：達成度○ 

※音楽の構造を理解すること

ができた。 

※視覚化された情報を基に級

友と合わせて合唱や演奏を

することができた。 

思：達成度△ 

※表現したい思いや意図など

はもっているが、リズムや

音の強弱をパターン化した

表現にとどまっている。 

※音楽の要素をつかませるた

めの動作化が、決められた

動きのパターンを習得する

活動とならない工夫が必

要。 

学：達成度◎ 

※自ら進んで級友にタイミン

グを教えてもらうと共に、

視覚情報等を活用しながら

合唱や演奏に取り組む姿が

見られた。 

外国語 

※「聞くこと」に関する目標 

知：ｃａｎの特徴やきまりに

関することを理解し、ゆっ

くりはっきり話される教科

書の登場人物や級友の自己

紹介スピーチの内容を聞き

取ることができる。 

思：ゆっくりはっきり話され

る教科書の登場人物や級友

の自己紹介スピーチから好

きな言葉が何で、理由は何

かなどの要点を聞き取るこ

とができる。 

学：ゆっくりはっきりと話し

手に話してもらうことを要

求しながら、英語で話され

ることを聞くことができ

る。 

※「聞くこと」以外の項目は、

通常の学級と同じ。 

＜特別支援学級での指導＞ 

・ 対話支援機器の活用とと

もに、口形に注目させなが

ら、ゆっくりはっきり何度

も発音する。 

・ 聞き取りが難しい場所は、

カタカナでの読み方を示

す。また、繰り返す中で徐々

にカタカナ表示を減らす。 

・ 口形を意識した発音練習

の場を設定する。 

＜交流学級での指導＞ 

・ 教師や級友の口元が見や

すい座席や班づくりをす

る。 

・ 聞き取りが難しい言葉は、

フラッシュカードやプレゼ

ンテーションソフトなどを

使用して視覚化して示す。 

・ 交流学級の生徒には、要

求があった場合のみ「ゆっ

くりはっきり話す」よう共

通理解を図る。 

知：達成度○ 

※ｃａｎの特徴や決まりを理

解することができた。 

※ゆっくりはっきり話された

スピーチは、聞き取れるよ

うになった。 

思：達成度○ 

※スピーチから好きなことや

その理由などの要点を聞き

取れるようになってきた。 

学：達成度△ 

※教師や級友からの確認がな

ければ、要求することがで

きなかった。 

※自ら級友にゆっくり話して

もらうよう要求する取組が

必要。 

その他の 

教科 

① 教科学習で出てくる新出

語句を理解して覚えること

ができる。 

・ 自学ノートへの記入やフ

ラッシュカードで定着を図

る。 

・ 視覚的に情報を提示（話

のテーマやキーワード）し

たり、説明の際は口元が見

えるようにしたりする。 

・ 発問は「簡潔に分かりや

すく」を心掛ける。 

①：達成度○ 

※家庭学習と関連させた自学

ノートを活用したことで、

新出語句を理解することが

できるようになった。 
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個別の指導計画（   学期） 
３年 こすもす学級 児童生徒名：〇〇 〇〇 作成日：令和２年 ５月 １日 

更新日：令和２年 ７月２０日 〔障がい種：肢体不自由〕 （担任：□□ □□ ） 

 

年間目標 

（重点目標） 

○ 相手や場面、状況に応じて、自分の考えや思いを伝えることができる。 

○ 身体各部位の筋緊張を適切に調整して、座位や立位を保持したり、安全に歩行したりす

ることができる。 

教科等・場面 学期目標 指導・支援の方法 目標の達成度・支援の評価 

自立活動 

①ゲームの内容やルールを理

解し、適切な言葉や行動で

友達と関わることができ

る。（すごろく遊び） 

②体幹を保持した姿勢を保つ

ことができる。 

・ 場に応じた言動を身に付

けることができるように、

行動の仕方を短い文章にし

て読むようにしたり、適切

な例を示したりする。 

・ 過度な筋緊張を弛めるこ

とができるように、学習の

始めにストレッチを取り入

れる。 

・ 安定した座位を保持する

ことができるように、あぐ

ら座位で腰を立てたり、机

上の玩具を両手で操作した

りする。 

①：達成度〇 

※場に応じた行動を視覚的に

示すことによって、意識し

て正しく行動することが増

えてきた。 

②：達成度◎ 

※毎時間、学習の始めにスト

レッチを取り入れたことに

より、リラックスして学習

に臨むことができた。 

※まっすぐなあぐら座位を保

持しながら、机上でキーボ

ードを操作することができ

た。 

算数 

知：３位数や４位数の加法及

び減法の計算が、２位数な

どについての基本的な計算

を基にしてできていること

を理解することができる。 

思：既習の２位数の計算の仕

方をもとに、３位数や４位

数の筆算の仕方を考えるこ

とができる。 

学：筆算のよさがわかり，進

んで活用しようとする。 

※全て通常の学級と同じ。 

・ 筆算の仕方を想起できる

ように、既習事項の２位数

の加法の筆算を提示する。 

・ 桁をそろえて書くことが

できるように、ます目を大

きくしたワークシートを準

備する。 

・ 筆算の計算の順序を想起

できるように、計算の順番

表（カード）を手元に置く

ようにする。 

・ 筆算の順番を覚えること

ができるように「たして」

「あげて」など計算の順序

を唱え歌にする。 

知：達成度〇 

※３位数+３位数で、一の位が

繰り上がる筆算ができた。

２回繰り上がる筆算は、間

違えることがあった。 

思：達成度〇 

※既習の筆算の仕方をもと

に、２回繰り上がる筆算の

仕方を考えたり説明したり

することができた。 

学：達成度○ 

※既習の筆算の仕方をもと

に、３位数のひき算の筆算

の仕方を考えようとしてい

た。 

国語 

知：文章全体の構成や内容の

大体を意識しながら音読す

ることができる。 

思：登場人物の行動や気持ち

などについて、叙述を基に

捉えることができる。 

学：進んで登場人物の行動や

気持ちを捉え、学習課題に

沿って、読んで想像したこ

とを伝え合おうとしてい

る。 

※全て通常の学級と同じ。 

・ 物語の内容を想像するこ

とができるように、登場人

物や場面の様子を、絵や映

像で提示する。 

・ 人物の気持ちが分かる部

分に線を引くよう促す。 

・ 動物たちの気持ちを想像

することができるように、

動物の絵カードや気持ちの

カードを提示し、友達との

意見交流の時間を設定す

る。 

知：達成度◎ 

※声の強弱や速さ、高さや間

のとりかたを工夫しながら

音読することができた。 

思：達成度〇 

※登場人物の行動や気持ちな

どについて、叙述を基に捉

えることができた。 

学：達成度○ 

※進んで登場人物の気持ちを

捉え、読んで想像したこと

を伝え合うことができた。 

〔様式例３〕※特別支援学級用 

記入例⑦ 
想定 （小学校３年生） 

＊知的障がいのない肢体不自由の児童 

＊見ることよりも、聞くことや言葉にするこ

とが得意である。 

＊交流学級での学習 

社会、理科、道徳科、外国語活動、総合、

特活（音楽、図工、体育は、一部交流） 
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体育 

知：ゲームのルールを理解し、

状況に応じたボールの操作

を工夫し、転がしサッカー

をすることができる。 

 

 

 

思：楽しくゲームができるよ

うに作戦を考え、友達に伝

えることができる。 

 

 

 

学：ゲームに進んで取り組み、

用具の準備や片づけを進ん

でしている。 

・ ゲームのルールを理解す

ることできるように、教師

がまず示範を見せたり、コ

ートやボールを図で表し、

ルールを文字カードにして

提示したりする。 

 

・ 自分たちのプレーを振り

返ることができるように、

タブレット端末で録画した

映像を確認する。 

 

 

・ 準備や片づけをしやすい

ように、ボールを入れる箱

を浅くし、低い位置に設置

する。 

知：達成度◎ 

※パスを受けやすように、相

手のいないところに尻這い

で移動することができた。 

※ルールを理解し、味方をよ

く見てボールを転がすこと

できた。 

思：達成度〇 

※タブレット端末で自分たち

のプレーを確認し、相手の

いないところに移動するな

どの作戦を考えることがで

きた。 

学：達成度◎ 

※授業が始まると同時に、進

んでボールや三角コーンを

準備することができた。 

音楽 

知：思いや意図に合った表現

をするために必要な音色や

響きに気を付け、リコーダ

ーを演奏することができ

る。 

思：音色や旋律などを聴き取

り、それらの働きが生み出

すよさや美しさ、面白さを

感じ取ることができる。 

曲の特徴を捉えた表現を

工夫し、どのように演奏す

るかについて思いや意図を

もつことができる。 

学：リコーダーで様々な表現

をすることに興味をもち、

音楽活動を楽しみながら、

主体的・協働的に学習活動

に取り組もうとしている。

※通常の学級と同じ。 

・ 思いや意図に合った表現

をすることができるよう

に、曲から感じたことを文

字カードにして視覚的に示

したり言語化したりする。

曲の情景をイメージするこ

とができるように、視聴覚

教材を提示する。 

・ リコーダーの穴をふさぐ

ことができるように、穴の

周りに厚みのある丸穴シー

ルを貼る。 

・ 曲の特徴を捉え、表現す

ることができるように、特

徴をキーワードにして提示

する。 

・ 曲の特徴をイメージする

ことができるように、動作

化して示す。 

知：達成度△ 

※リコーダーの音色と教材曲

の演奏の仕方との関わりに

気付くことができたが、音

を合わせてリコーダーを演

奏することは難しかった。 

思：達成度〇 

※音色や旋律などを聴き取

り、それらの働きが生み出

すよさや美しさ、面白さを

感じ取りながら聴くことが

できた。 

学：達成度◎ 

※リコーダーで表現すること

に興味をもち、音楽活動を

楽しみながら主体的・協働

的に学習活動に取り組むこ

とができた。 

朝の会・ 

帰りの会 

①日課について理解し、クラ

スの友達に正しく伝えるこ

とができる。 

・ 「朝の会」で「１分間ス

ピーチ」や「今日の給食」

などの伝える場面を設定す

る。 

・ 伝えたいことを適切な言

葉で伝えることができるよ

うに、キーワードを書いた

ホワイボードを手元に置い

ておく。 

・ 帰りの会で、頑張ったこ

とや楽しかったことを発表

する場面を設定する。 

①：達成度△ 

※「今日の給食」など、決ま

った内容を伝えることはで

きたが、「１分間スピーチ」

などのように自由に発表す

ることは難しかった。 

※楽しかったことや頑張った

ことは一人で発表すること

ができた。 

交流学級 

での活動 

①交流学級での学習で、自分

の考えたことを言葉で伝え

ることができる。 

 

 

 

・ 自立活動の時間に、自分

の好きな遊びを伝えたり、

ルールを伝えたりする活動

を行う。 

・ 交流学級と連携し、場面

や状況に応じた話型カード

を提示する。 

①：達成度〇 

※自分の好きな遊びを伝える

ことはできたが、質問に答

えることは難しかった。 

※話型カードを見ることで、

自分の気持ちを伝えること

ができた。 
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個別の指導計画（１学期） 
５年 つつじ学級    児童名：○○ ○○ 作成日：令和３年 ５月 ９日 

更新日：令和３年 ７月１８日 〔障がい種：病弱（喘息）〕 （担任：□□ □□ ） 

 

年間目標 

（重点目標） 

○ ピークフローメーターの使用方法を習得し、ピークフロー値の測定とぜんそく日誌の記

録、腹式呼吸を続け、自己管理能力を高めることができる。 

○ ピークフロー値が高く安定しているときは、進んで好きな運動をすることができる。 

○ タブレット端末等を活用して、学んだことを更に調べたり、習熟を図ろうとしたりする

ことができる。 

教科等・場面 学期目標 指導・支援の方法 目標の達成度・支援の評価 

自立活動 

① ぜんそく日誌（睡眠時間、

薬の使用状況、日常生活の

様子）を毎日書くことがで

きる。 

 

 

 

 

② ピークフロー値のグラフ

の波形から、自分の状態を

把握し、小発作が起きる条

件に気付くことができる。 

 

 

 

 

③ 安定して腹式呼吸ができ

る。 

・ 習慣化することができる

ように、記入の時間を帯で

設定する。 

 

 

 

 

 

・ これからの活動で気を付

けることを判断できるよう

にするために、グラフにぜ

んそく日誌の情報を付加

し、波形全体に着目できる

ようにする。（自立活動の時

間における指導） 

 

・ 安定した腹式呼吸ができ

るようにするために、リコ

ーダーを活用する。 

・ ８種類の体幹トレーニン

グメニューを段階的に行

う。（毎時間、始めの１５分

間に帯で実施） 

 ※変更：体調を考慮して、

４種類の中から２種類を選

択し、５分間行う。 

 

①達成度△ 

※取り組み始めて１か月ほど

は毎日意識的に書くことが

できたが、６月頃から睡眠

時間の計測があいまいにな

った。書くことのみを目標

とせず、日誌の活用に目標

を変えていく。 

②達成度〇 

※小発作のあった日の前後数

日の情報から、軽いかぜ症

状があってもピークフロー

値が高く出る場合もあった

ことに気付くことができ

た。 

 

③達成度△ 

※２週間の入院期間があった

ため、できる時期とできな

い時期があった。１セット

のメニューを柔軟にできる

よう、再検討・再構成する

必要がある。 

 ※指導・支援の方法変更 

体育 

※保健以外 

知：ネット型ボール運動、器

械運動、体つくり運動、水

泳運動の楽しさや喜びを味

わい、各種の運動の特性に

応じた基本的な技能を知る

ことができる。 

 ※通常の学級と同じ 

 

思：自己やグループの運動の

課題を見付け、その解決の

ための方法を考えて他者に

伝えることができる。 

・ 各種運動のイメージをも

つことができるように、VR

教材を活用する。 

 

 

 

 

 

・ 自己やグループの課題に

気づきやすくするために、

タブレット端末のカメラ機

能を活用する。 

知：達成度△ 

※楽しさを知ることはできた

が、ネット型ボール運動は、

イメージを捉えることが難

しかったため、2 学期は視

点を決めて運動を観察する

活動を仕組む。 

 

思：達成度◎ 

※自分の運動の様子をビデオ

で確かめることができた。

Web 会議システムを活用し

〔様式例３〕※特別支援学級用 

記入例⑧ 
想定 （小学校５年生） 

＊喘息の発作の状態によっては短期入院が必要な児童 

＊交流学級での学習 

特別の教科 道徳、特活、給食、清掃 
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 ※通常の学級と同じ 

 

 

 

学：場や用具の安全に留意し、

体調を考慮しながら運動を

することができる。 

・ 交流及び共同学習におい

ては、Web カメラを活用し、

友達と交流ができるように

する。 

・ 授業開始時と終了時に体

調確認の時間を設ける。 

て、友達のよさを伝えるこ

とができた。 

 

 

学：達成度◎ 

※VR 教材から、運動量の情報

を得るとともにピークフロ

ー値からどの程度まで取り

組むかを自分で考えること

ができた。 

家庭 

知：日常生活に必要な基礎的

な理解を図るとともに、そ

れらに係る技能を身に付け

ることができる。 

 ※通常の学級と同じ 

 

思：各種の実習を、自身の体

調を考慮しながらできるこ

とに取り組み、実践を評

価・改善し、考えたことを

表現するなど、課題を解決

することができる。 

 

学：生活の大切さをとらえ、

家族との関わりを考えなが

ら、生活をよりよくしよう

と工夫することができる。 

 ※通常の学級と同じ 

・ 教科書等を参考にした一

般的な家庭生活に加え、自

身の健康の状態に配慮した

保護者の取組を聞き取り、

資料として活用する。 

 

・ 調理実習においては基本

的に交流及び共同学習で行

い、煙を伴う可能性がある

調理場面においては Web カ

メラを活用して、別室から

友達と交流することができ

るようにする。 

・ 実習を実施する上で、フ

ェイスシールドや防護服等

を活用し、埃を吸い込みに

くい環境を整える。 

知：達成度◎ 

※保護者の自分に対する日頃

の配慮が明らかになったこ

とで、換気の必要性につい

て特に詳しく理解すること

ができた。 

思：達成度○ 

※Web カメラの活用があった

ことで、一連の実習をグル

ープで共有することがで

き、改善策を述べることが

できた。 

 

学：達成度○ 

※フェイスシールド等に対す

る周知が広まったこともあ

り、自ら着用し、防ぐとい

う意識が芽生えてきた。 

算数 

※一部の 

単元 

【「体積」「小数の掛け算」に

ついて】 

知：面積と体積、小数×整数

小数×小数の意味をとらえ

違いを理解することができ

る。 

※通常の学級と同じ 

思：数や図形の概念や性質等

に着目し、面積や体積の求

め方や小数の掛け算の仕方

を考えている。 

 ※通常の学級と同じ 

 

学：進んで数や図形を調べよ

うとしたり、学習したこと

を生活や学習に活用しよう

としたりしている。 

 ※通常の学級と同じ 

・ 「体積」「小数の掛け算」

の単元では、第４学年「面

積」「小数と整数の掛け算」

と合わせて指導する（前年

度からの引継ぎ事項：小４

時の入院期間単元で未修の

ため）。 

・ 数の量感をつかむことが

できるように、パソコンを

活用する。 

知：達成度〇 

※図形の求積や小数の掛け算

では、計算によって何を知

ろうとしているのかをとら

えることができた。 

 

 

思：達成度◎ 

※数の量感をつかむことがで

きたので、計算の結果と見

通しとのずれに気付き、計

算をし直すことができた。 

 

学：達成度△ 

※２学期は、生活や様々な教

科等の中で学びを生かせる

部分について把握してお

き、意図的に生かせる事象

を提示する。 

学校行事 

（屋外での

活動場面） 

① 事前学習において屋外で 

の活動イメージをもち、当

日の参加の仕方について自

分の体調から考えたり判断

したりすることができる。 

・ 遠足のコースのアップダ

ウンを確認することができ

るように、Web 上の３Ｄ地

図を活用する。 

①達成度〇 

※遠足コースの地形と４年生

での経験を基に、往路のみ

歩くという方法を自分で選

択することができた。 
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清掃時間 

① 縦割り清掃において、高

学年としてリーダーシップ

を発揮し、清掃の指示を出

すことができる。 

② 埃の立ちにくい清掃の仕

方を下学年児童に伝えるこ

とができる。 

・ 校内で埃が少ないであろ

う場所を選定し、清掃場所

の選択肢を広げる。 

・ フェイスシールドを用意

し効果のある着用方法を提

示する。 

①達成度○ 

※掃除はじめと終わりの会に

て、めあてと振り返りを的

確に述べることができた。 

②達成度○ 

※家庭科での学びを生かした

清掃のポイントを示すこと

ができた。 

休み時間 

① 体調のよい日は、できる

だけ好きな運動をすること

ができる。 

・ 朝の会、自立活動の時間、

給食時に体調を確認し、給

食の後、休み時間の過ごし

方を話し合う。 

①達成度：〇 

※ピークフロー値を基に、過

ごし方を自分で決めること

ができた。 

 


